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金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館 

特
別
展

「
新
し
い
日
本
銀
行
券
二
〇
二
四

― 

匠た
く
みの

技
と
デ
ザ
イ
ン 

―
」
開
催

▼
日
本
銀
行
は
、
二
〇
二
四
年
七
月

前
半
を
め
ど
に
、
新
し
い
日
本
銀
行

券
を
発
行
し
ま
す
。

▼
本
展
示
で
は
、
日
本
銀
行
券
の
新

し
い
顔
、
渋
沢
栄
一
・
津
田
梅
子
・

北き
た
さ
と
し
ば
さ
ぶ
ろ
う

里
柴
三
郎
、
そ
し
て
新
し
い
日

本
銀
行
券
と
江
戸
時
代
の
お
札
の

偽
造
を
防
ぐ
技
術
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
券
の
偽
造
防
止
技
術
の

源
流
は
、
日
本
各
地
で
お
札
が
発
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
お

札
に
用
い
ら
れ
た
「
紙
に
透す

か
し
模

様
を
入
れ
る
」、「
小
さ
な
文
字
を
印

刷
す
る
」
と
い
っ
た
偽
造
を
防
ぐ

技
術
は
、
現
在
の
お
札
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
分
か

果
を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
ま
し
た
。

▼
報
告
書
で
は
、
現
在
普
及
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
と
し
て
、
資
金

決
済
法
に
定
め
る
資
金
移
動
業
者
と

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
が
提
供
す

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
普
及
が
見
込

ま
れ
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
と
し
て
、

二
〇
二
二
年
改
正
資
金
決
済
法
で
新

た
に
認
め
ら
れ
た
仲
介
者
が
存
在
す

る
預
金
型
・
資
金
移
動
型
デ
ジ
タ
ル

マ
ネ
ー
と
電
子
決
済
手
段
（
い
わ
ゆ

る
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
の
一
部
）
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。そ
し
て
、マ
ネ
ー

と
し
て
の
安
定
性
・
流
通
性
を
確
保

す
る
上
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
資
産
に
関

す
る
海
外
の
立
法
動
向
も
参
考
に
な

る
こ
と
等
を
指
摘
し
ま
し
た
。

▼
報
告
書
は
日
本
銀
行
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
の 

私
法
上
の
性
質
を
巡
る 

法
律
問
題
研
究
会
」
報
告
書
の

公
表
に
つ
い
て

▼
民
間
が
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
マ

ネ
ー
の
種
類
や
用
途
は
多
様
化
し
て

お
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
業
法
の
整
備

は
進
展
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ネ
ー
の
利
用
者
の
権
利
や
、

権
利
が
移
転
す
る
場
合
の
法
律
構
成

に
つ
い
て
、
私
法
上
、
ど
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
議
論
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
で
は
、
昨

年
四
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
民

商
法
等
を
専
門
と
す
る
学
者
や
実
務

家
を
招
き
「
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
の
私

法
上
の
性
質
を
巡
る
法
律
問
題
研
究

会
」
を
開
催
し
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー

の
利
用
者
の
権
利
や
移
転
の
法
律
構

成
と
い
っ
た
私
法
上
の
性
質
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
年
六
月
、
研
究
会
で
の
議
論
の
結

る
江
戸
時
代
の
お
札
を
つ
く
る
道

具
も
展
示
し
ま
す
。

▼
本
特
別
展
を
通
し
て
、
新
し
い
日

本
銀
行
券
の
特
徴
や
、
江
戸
時
代
か

ら
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
き
た
お
札

の
偽
造
防
止
技
術
を
じ
っ
く
り
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

※ 

開
館
日
等
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

偽
造
防
止
の
た
め
小
さ
い
文
字
の

入
っ
た
版
木
と
お
札
（
江
戸
時
代
）

  

十
一
月
二
日（
木
）～

  

二
〇
二
四
年
九
月
八
日（
日
）
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活
意
識
」
と
あ
る
よ
う
に
、
回
答
者

の
生
活
に
対
す
る
実
感
を
尋
ね
る
質

問
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

日
本
銀
行
の
こ
と
を
ど
の
程
度
知
っ

て
い
る
か
、
ど
う
思
っ
て
い
る
か
な

ど
、
日
本
銀
行
の
業
務
に
関
連
す
る

ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い

ま
す
。

▼
一
度
に
多
く
の
方
か
ら
、
生
活
に

関
す
る
意
識
や
ご
意
見
を
伺
う
こ

降
、
全
国
の
満
二
〇
歳
以
上
の
個

人
四
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
「
生
活

意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
調
査
は
、「
全
国
企
業
短
期

経
済
観
測
調
査
（
短
観
）」
の
よ
う

な
統
計
調
査
と
は
異
な
り
、
生
活
者

の
意
識
や
行
動
を
大
ま
か
に
把
握
す

る
一
種
の
世
論
調
査
で
す
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
「
生

生
活
意
識
に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を 

実
施
し
て
い
ま
す 

▼
日
本
銀
行
で
は
、
政
策
・
業
務
運 

営
の
参
考
と
す
る
た
め
、
本
支
店

や
事
務
所
を
通
じ
た
広
報
活
動
の

中
で
、
国
民
各
層
の
意
見
や
要
望

を
幅
広
く
伺
う
よ
う
努
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
一
九
九
三
年
以
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■「なごり雪」や「22 才の別れ」で有名なシンガーソングライ
ターの伊勢正三さんと田村審議委員の対談では、人の琴線に触れ
る曲を紡ぎ出す過程を率直に語っていただきました。メロディー
と歌詞へのアプローチの違いや、新たな技術を積極的に取り込も
うとされる姿勢を興味深く伺いました。「楽しいからやっている
んだけども、そうは言ってもほぼ苦しいです。楽をしていい目を
見ることなんてあり得ないですから」という言葉は皆さんの心に
刺さったのではないでしょうか。
■インタビューでは、関東大震災から 100 年を迎えるにあたり、
人々や社会と対話する地震学者の大木聖子さんのお話を伺いまし
た。この先、必ずＭ７クラスの地震が複数回起こるが、防災対策
を適切に行えば多くの被害を回避できる。そのためには、実践的
な防災教育が重要との熱い想いを語っていただきました。防災教
育を通じ、単に地震に備えるだけでなく、子どもたちが命の大切
さや自ら判断する力を身に付けられると伺い、自分の子どもにも
ぜひ受けさせたいと感じました。
■来年 7 月の新しい日本銀行券の発行まで 1 年を切りました。
今号では新しい偽造防止技術などその特徴をご紹介しています。
解説を見ながら、実際手にする日を心待ちにしていただければと
思います。 （小牧）

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケート
よりお寄せください。日本銀行のホームページから
インターネットでもアンケートにご回答いただけます。

と
が
で
き
る
た
め
、
日
本
銀
行
の

広
報
お
よ
び
広
聴
活
動
に
と
っ
て

も
、
非
常
に
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
調
査
は
年
四
回
（ 

三
、六
、九
、

十
二
月
） 

実
施
し
て
お
り
、
公
表
結

果
は
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




